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The social welfare in OSAKA

地
域
の
町
内
会
の
元
会

長
の
葬
儀
に
、
地
域
内

の
小
学
校
か
ら
転
勤
し

た
元
教
頭
が
参
列
し
て
い
た
▼
こ

の
教
頭
は
い
う
。
子
ど
も
の
こ
と

は
学
校
で
で
き
る
限
り
の
こ
と
は

す
る
け
れ
ど
、
学
校
は
万
能
で
は

な
い
。
地
域
と
学
校
が
協
力
し
て

こ
そ
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
▼
例
え
ば
、
食

事
。
貧
困
や
家
庭
の
生
活
習
慣
が

原
因
で
朝
食
を
食
べ
て
こ
な
い
子

ど
も
が
い
る
。
こ
れ
を
学
校
の
力

だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
▼
例
え
ば
、
子
ど
も
食
堂
の
よ

う
に
、
子
ど
も
の
食
事
を
支
援
す

る
活
動
を
地
域
の
人
が
始
め
れ

ば
、
学
校
と
地
域
が
一
人
の
子
ど

も
を
め
ぐ
っ
て
協
力
体
制
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
と
、
町
内
会
の
役

員
や
地
域
内
の
社
会
福
祉
施
設
、

N
P
O
法
人
な
ど
の
間
を
駆
け
巡

る
▼
子
ど
も
食
堂
が
で
き
る
と
、

毎
回
訪
れ
て
、
食
堂
の
ス
タ
ッ
フ

の
振
り
返
り
に
参
加
す
る
。
食
堂

に
来
な
い
子
は
、
学
校
へ
来
て
い

る
か
確
認
し
、
遅
刻
や
欠
席
の
場

合
は
自
宅
に
電
話
を
す
る
。
次
の

食
堂
の
時
に
は
迎
え
に
行
く
と
い

う
具
合
で
あ
っ
た
▼
そ
し
て
、
町

内
会
の
会
長
が
代
わ
っ
て
も
、
自

分
が
転
勤
し
て
も
、
そ
の
葬
儀
に

駆
け
つ
け
る
。
こ
ん
な
先
生
が
私

た
ち
の
町
に
は
存
在
し
て
い
た
ん

だ
と
思
わ
せ
る
一
コ
マ
だ
っ
た
。

子
ど
も
は
地
域
の
共
通
の
財
産
な

ん
だ
か
ら
。

（
石
）

市社協

認知症になっても地域で安心して暮らし続けられる
まちづくりを一緒にしませんか

大阪市社会福祉協議会
地域福祉課
（大阪市キャラバン・メイト事務局）
TEL 06-6765-7273

　　認知症サポーターとは
　認知症サポーターは認知症について正しく理解し、認知症の人を「特別
な人」として見るのではなく、「ともに生きる人」という考え方をもって、認知症の人やその家族をやさしく温かい目
で見守る「応援者」のことです。何か特別なことをする必要はなく、地域で何か困っている人がいたら声をかけたり、
お手伝いすることなども立派な活動の一つです。

　　認知症サポーター養成講座
　認知症サポーターになるためには、
認知症サポーター養成講座を受講する
必要があります。講座では認知症の
症状、認知症の人やその家族をサポート
するための基本を学びます。受講後には
認知症サポーターの証として“認知症
サポーターカード”をお渡ししています。
認知症サポーター養成講座はおとなから
こどもまで、地域住民から金融機関・スーパーマーケットの従業員、学校の生徒など幅広く実施しています。気に
なる講座があれば、大阪市キャラバン・メイト事務局ホームページ内の「オープン講座情報」にて公開しています
ので、ぜひお問い合わせください。

　　キャラバン・メイトとは
　認知症サポーター養成講座の講師は「キャラバン・メイト」が担っています。地域や学校、企業などで認知症に
対する正しい知識と具体的な対応方法などを伝え、認知症サポーターの育成をおこなうボランティアメンバー
です。
　キャラバン・メイトになるには「認知症キャラバン・メイト養成研修」を修了する必要があります。大阪市の
キャラバン・メイト養成研修は大阪市キャラバン・メイト事務局が主催しています。
　養成研修や大阪市内で活躍
しているメイトのみなさんの
活動の様子は、大阪市キャラ
バン・メイト事務局のホーム
ページ内の「活動れぽーと」
で随時更新していますので、
ご覧ください。

HP https://www.osaka-sishakyo.jp/project/caravan/
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活動者の広げ方のススメ6
自分たちの活動として、より身近に感じてもらえるように

▲認知症サポーターカード（大人用） ▲認知症サポーターカード（キッズ用）

▲令和6年度第1回　認知症キャラバン・メイト養成研修
（8月13日）

1 大阪の社会福祉　第834号（毎月1回発行） 82024年（令和6年）11月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



　本
記
事
で
は
、
新
た
な
担
い
手
発
掘
を
め
ざ
し
て
、
市
内
各
区
・
地
域
の
工

夫
を
こ
ら
し
た
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。（「
活
動
者
の
広
げ
方
の
ス
ス
メ
1
〜

5
」
は
令
和
6
年
1
〜
4
、
7
月
号
に
掲
載
）

　
港
区
社
協
会
長
で
あ
り
、
弁
天
地

域
の
社
協
・
連
合
振
興
町
会
・
地
域

活
動
協
議
会
の
会
長
を
務
め
る
上

田
哲
夫
さ
ん
、
同
地
域
女
性
部
長
の

池
西
郁
子
さ
ん
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
長
の
村
上
し
ず
ゑ
さ
ん
、
地
域
活

動
協
議
会
等
で
活
動
す
る
浅
井
安

則
さ
ん
、
見
守
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
竹
内
有
紀
子
さ
ん
、
弁
天
第

3
コ
ー
ポ
町
会
長
の
木
村
重
治
さ
ん

に
、同
地
域
独
自
の
取
組
み
で
あ
る
、

ご
当
地
版
い
き
い
き
百
歳
体
操
の
動

画
作
成
に
つ
い
て
、
ま
た
、
地
域
活

動
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
心
が
け
て

い
る
こ
と
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
港
区
内
11
地
域
で
は
そ
れ
ぞ
れ

独
自
に
地
域
福
祉
活
動
計
画
※
を
作

成
し
て
お
り
、
令
和
5
〜
8
年
度
は

第
3
期
計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
に
は
、
第
2
期
計
画
の

ふ
り
か
え
り
と
第
3
期
計
画
に
向
け

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
地
域
ご
と
に

開
催
し
、
弁
天
地
域
で
の
話
し
合
い

で
「
百
歳
体
操
の
弁
天
地
域
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
映
像
を
新
た
に
作
成
し
て

み
た
い
」
と
い
う
発
言
が
あ
り
、
今

回
の
取
組
み
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ご
当
地
版
百
歳
体
操
動
画
を

作
ろ
う

　
い
き
い
き
百
歳
体
操
は
、
映
像
を

観
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
手
足
を
動
か

す
筋
力
づ
く
り
の
運
動
で
す
。
弁
天

地
域
で
は
、
平
成
29
年
か
ら
毎
週
火

曜
日
に
実
施
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

以
降
、
時
間
を
区
切
っ
て
２
部
制
と

し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、「
地

域
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
形
に
す
る
た

め
、
企
画
や
撮
影
、
編
集
な
ど
に
協

力
し
ま
し
た
。
区
社
協
は
あ
く
ま
で

も
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
地
域
活
動

者
の
皆
さ
ま
が
中
心
と
な
っ
て
話
し

合
い
を
す
す
め
、
普
段
の
活
動
に
参

加
さ
れ
て
い
る
方
々
に
も
出
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
皆

で
助
け
合
い
な
が
ら
、
無
事
に
動
画

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
当
地
版
の
動
画
は
数
多
く
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
活
動
者
や
参

加
者
が
主
役
と
し
て
全
面
的
に
出
演

し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

やるなら楽しく活動し、みんなで活動する
●無理なく、10～15分でも参加しやすいように工夫する
●“参加して楽しい” をアピール！やるなら楽しく、やりがいを感じても
らえるように

●関わるみんなに、他の活動も知ってもらい、支える輪を広げる
新しいことにチャレンジしやすい雰囲気づくり
●提案しても受け入れてもらえやすい関係性や雰囲気づくりを大切に
する

●つぶやきや提案から打合せを重ね、カタチにできるよう取り組む

活動者を広げていくためのポイント

　
毎
回
約
20
人
が
参
加
し
、
体
力
づ

く
り
や
つ
な
が
り
づ
く
り
に
な
っ
て

い
る
一
方
で
、
毎
回
同
じ
映
像
を
観

る
た
め
、
参
加
者
か
ら
は
変
化
を
求

め
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。
他
市
で
も

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場

す
る
ご
当
地
版
が
映
像
化
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
大
阪
市
で
も
吉
本
新
喜
劇

の
メ
ン
バ
ー
が
出
演
す
る
映
像
が
作

成
・
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
着

想
を
得
て
、
弁
天
地
域
版
を
つ
く
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
化
に
向
け
て
、
活
動
に
関
わ

る
方
々
と
区
社
協
職
員
が
打
合
せ
を

重
ね
、
令
和
５
年
の
夏
か
ら
作
成
を

開
始
し
ま
し
た
。
毎
週
の
百
歳
体
操

開
催
と
合
わ
せ
て
、
打
合
せ
と
撮
影

を
繰
り
返
し
、
令
和
６
年
５
月
に
完

成
を
迎
え
ま
し
た
。

活
動
者
・
参
加
者
み
ん
な
で

映
像
出
演

　
作
成
に
携
わ
っ
た
活
動
者
か
ら
は

「
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
時
に
ポ
ロ
ッ
と

発
言
が
あ
っ
た
が
、
ま
さ
か
実
現
で

き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」「
撮

影
日
に
は
皆
さ
ん
お
め
か
し
し
て
来

て
く
れ
て
、
出
演
し
て
く
れ
た
ほ
と

ん
ど
の
方
が
続
け
て
参
加
し
て
い
ま

す
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
区
社
協
の
会
田
亮
第
2
層
生
活

■「いきいき百歳体操 港区弁天版」作成のながれ

■地域活動に関わるきっかけや思い ／ 活動を通してのエピソード

・地域の話し合い
で、「百歳体操の
弁天地域バージョ
ンの映像を新た
に作成してみた
い」との声があが
る（計画冊子にも
検討時の意見と
して掲載）

令和4年 きっかけ
・具体化に向けて地域と区社
協で打合せを重ねる

・全体構成、ナレーション、誰
がどの部分で登場するか等
の役割分担を検討。参加者
にも出演してもらえるよう
調整

・夏頃から冬まで約半年かけ
て作成（打合せ→撮影→打
合せ→撮影を繰り返す）

令和5年 企画・撮影・編集
・5月に完成・お披露目
・区社協のYouTube
チャンネルに投稿・
一般公開

・毎週、上映しながら
百歳体操を実施。参
加者からも好評

令和6年 完成・活用

日頃から無理なく活動に関わってもらえることや、やらされ感なく、一人でも多くの方が活動を
続けてもらえるように意識しています。活動している皆さんには、一つの活動だけではなく、さま
ざまなことを互いに知ってもらえるといいなと思っています。担い手を増やしていくには、やはり
直接声かけしていくことだと思うので、皆さんから感じた活動のおもしろさを伝えてもらえると、
担い手が広がることにつながると思っています。それぞれの形で活動を継続してもらえるよう
に、悩みやストレスを溜め込んでしまうことなく、何でも話してもらえるように心がけて取り組ん
でいます。

池西さん

町会長をしていた時に、百歳体操のスタッフにと池西さんから声をかけてもらって、「池西さん
の頼みならやるしかない」と関わり始めました。地域活動に関わることで、これまで顔を合わせ
ることも声をかけることもなかった方とつながることができました。私はこれが地域活動をする
魅力だと思っています。

浅井さん

浅井さんと同様に、池西さんから声をかけてもらい百歳体操のスタッフに加わりました。百歳体
操に限らず、弁天地域の皆さんが安全に、また活動しやすいように、すみのすみまでサポートを
するのが地域活動に関わるうえでの自分の役割だと思っています。

木村さん

町会長を頼まれたことが地域への関わりのきっかけです。「やるからには楽しく」をモットーに活
動し、今日集まっているメンバーをはじめ「皆さんに任せています」と言えるほど大きな信頼が
ある方々ばかりですので、皆さんから「これがやりたい」とあれば、その提案を大切にして、やっ
てもらえるようにしています。

上田会長

母親が認知症となり、いろいろな支援を受けたタイミングで、ちょうど地域でネットワーク委員
を頼まれて、お世話になった分、自分もどこかでお返ししたいと引き受けました。ネットワーク
委員長として、地域の見守り活動をすすめるなかで、少し前に見守り訪問をした方が孤独死して
しまったことがあり、ものすごく辛かったです。これからも見守りを大切にして、声をかけ合える
ような地域にしていきたいです。

村上さん

私の場合はPTAの活動から始まり、今は見守りコーディネーターを務めて5年目になります。百
歳体操へ継続的に来てくれている参加者で、実施場所の会館の3階まであがることが一苦労で、
手すりを持ってでないとあがれなかった方がいました。でも、百歳体操を継続してきたことで手
すりを使うことなく、元気にあがれるようになった方が何人かおり、「百歳体操を続けてやってき
たから、体力ついたよ」「見て見て、手すりを使わなくてもあがれるで」と笑顔で報告してくれた
時は嬉しい瞬間でした。

竹内さん

▲弁天地域の方々と区社協職員

▲YouTubeからどなたでも視聴できます

▲弁天地域の活動について、皆さんから熱い語り
がありました（10月1日）

活
動
者
の
広
げ
方
の
ス
ス
メ 

6

つ
ぶ
や
き
か
ら
新
た
な

取
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

港区

自
分
た
ち
の
活
動
と
し
て
、よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

※

地
域
福
祉
活
動
計
画
と
は
、
地
域
住
民
や
社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
社
会
福
祉
に
関
係
す
る
活
動
を
お
こ
な
う
者
が
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
、「
地
域
福
祉
」
を
推
進
す
る
た
め
に
策
定
す
る
具
体
的
な
活
動
及
び
行
動
の
計
画
で
す

作成したご当地版百歳体操動画

※取材当日は欠席のため、後日聞き取り

3 大阪の社会福祉　第834号（毎月1回発行） 22024年（令和6年）11月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。
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の
動

画
作
成
に
つ
い
て
、
ま
た
、
地
域
活

動
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
心
が
け
て

い
る
こ
と
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
港
区
内
11
地
域
で
は
そ
れ
ぞ
れ

独
自
に
地
域
福
祉
活
動
計
画
※
を
作

成
し
て
お
り
、
令
和
5
〜
8
年
度
は

第
3
期
計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
に
は
、
第
2
期
計
画
の

ふ
り
か
え
り
と
第
3
期
計
画
に
向
け

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
地
域
ご
と
に

開
催
し
、
弁
天
地
域
で
の
話
し
合
い

で
「
百
歳
体
操
の
弁
天
地
域
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
映
像
を
新
た
に
作
成
し
て

み
た
い
」
と
い
う
発
言
が
あ
り
、
今

回
の
取
組
み
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ご
当
地
版
百
歳
体
操
動
画
を

作
ろ
う

　
い
き
い
き
百
歳
体
操
は
、
映
像
を

観
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
手
足
を
動
か

す
筋
力
づ
く
り
の
運
動
で
す
。
弁
天

地
域
で
は
、
平
成
29
年
か
ら
毎
週
火

曜
日
に
実
施
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

以
降
、
時
間
を
区
切
っ
て
２
部
制
と

し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、「
地

域
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
形
に
す
る
た

め
、
企
画
や
撮
影
、
編
集
な
ど
に
協

力
し
ま
し
た
。
区
社
協
は
あ
く
ま
で

も
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
地
域
活
動

者
の
皆
さ
ま
が
中
心
と
な
っ
て
話
し

合
い
を
す
す
め
、
普
段
の
活
動
に
参

加
さ
れ
て
い
る
方
々
に
も
出
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
皆

で
助
け
合
い
な
が
ら
、
無
事
に
動
画

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
当
地
版
の
動
画
は
数
多
く
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
活
動
者
や
参

加
者
が
主
役
と
し
て
全
面
的
に
出
演

し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

やるなら楽しく活動し、みんなで活動する
●無理なく、10～15分でも参加しやすいように工夫する
●“参加して楽しい” をアピール！やるなら楽しく、やりがいを感じても
らえるように

●関わるみんなに、他の活動も知ってもらい、支える輪を広げる
新しいことにチャレンジしやすい雰囲気づくり
●提案しても受け入れてもらえやすい関係性や雰囲気づくりを大切に
する

●つぶやきや提案から打合せを重ね、カタチにできるよう取り組む

活動者を広げていくためのポイント

　
毎
回
約
20
人
が
参
加
し
、
体
力
づ

く
り
や
つ
な
が
り
づ
く
り
に
な
っ
て

い
る
一
方
で
、
毎
回
同
じ
映
像
を
観

る
た
め
、
参
加
者
か
ら
は
変
化
を
求

め
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。
他
市
で
も

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場

す
る
ご
当
地
版
が
映
像
化
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
大
阪
市
で
も
吉
本
新
喜
劇

の
メ
ン
バ
ー
が
出
演
す
る
映
像
が
作

成
・
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
着

想
を
得
て
、
弁
天
地
域
版
を
つ
く
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
化
に
向
け
て
、
活
動
に
関
わ

る
方
々
と
区
社
協
職
員
が
打
合
せ
を

重
ね
、
令
和
５
年
の
夏
か
ら
作
成
を

開
始
し
ま
し
た
。
毎
週
の
百
歳
体
操

開
催
と
合
わ
せ
て
、
打
合
せ
と
撮
影

を
繰
り
返
し
、
令
和
６
年
５
月
に
完

成
を
迎
え
ま
し
た
。

活
動
者
・
参
加
者
み
ん
な
で

映
像
出
演

　
作
成
に
携
わ
っ
た
活
動
者
か
ら
は

「
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
時
に
ポ
ロ
ッ
と

発
言
が
あ
っ
た
が
、
ま
さ
か
実
現
で

き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」「
撮

影
日
に
は
皆
さ
ん
お
め
か
し
し
て
来

て
く
れ
て
、
出
演
し
て
く
れ
た
ほ
と

ん
ど
の
方
が
続
け
て
参
加
し
て
い
ま

す
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
区
社
協
の
会
田
亮
第
2
層
生
活

■「いきいき百歳体操 港区弁天版」作成のながれ

■地域活動に関わるきっかけや思い ／ 活動を通してのエピソード

・地域の話し合い
で、「百歳体操の
弁天地域バージョ
ンの映像を新た
に作成してみた
い」との声があが
る（計画冊子にも
検討時の意見と
して掲載）

令和4年 きっかけ
・具体化に向けて地域と区社
協で打合せを重ねる

・全体構成、ナレーション、誰
がどの部分で登場するか等
の役割分担を検討。参加者
にも出演してもらえるよう
調整

・夏頃から冬まで約半年かけ
て作成（打合せ→撮影→打
合せ→撮影を繰り返す）

令和5年 企画・撮影・編集
・5月に完成・お披露目
・区社協のYouTube
チャンネルに投稿・
一般公開

・毎週、上映しながら
百歳体操を実施。参
加者からも好評

令和6年 完成・活用

日頃から無理なく活動に関わってもらえることや、やらされ感なく、一人でも多くの方が活動を
続けてもらえるように意識しています。活動している皆さんには、一つの活動だけではなく、さま
ざまなことを互いに知ってもらえるといいなと思っています。担い手を増やしていくには、やはり
直接声かけしていくことだと思うので、皆さんから感じた活動のおもしろさを伝えてもらえると、
担い手が広がることにつながると思っています。それぞれの形で活動を継続してもらえるよう
に、悩みやストレスを溜め込んでしまうことなく、何でも話してもらえるように心がけて取り組ん
でいます。

池西さん

町会長をしていた時に、百歳体操のスタッフにと池西さんから声をかけてもらって、「池西さん
の頼みならやるしかない」と関わり始めました。地域活動に関わることで、これまで顔を合わせ
ることも声をかけることもなかった方とつながることができました。私はこれが地域活動をする
魅力だと思っています。

浅井さん

浅井さんと同様に、池西さんから声をかけてもらい百歳体操のスタッフに加わりました。百歳体
操に限らず、弁天地域の皆さんが安全に、また活動しやすいように、すみのすみまでサポートを
するのが地域活動に関わるうえでの自分の役割だと思っています。

木村さん

町会長を頼まれたことが地域への関わりのきっかけです。「やるからには楽しく」をモットーに活
動し、今日集まっているメンバーをはじめ「皆さんに任せています」と言えるほど大きな信頼が
ある方々ばかりですので、皆さんから「これがやりたい」とあれば、その提案を大切にして、やっ
てもらえるようにしています。

上田会長

母親が認知症となり、いろいろな支援を受けたタイミングで、ちょうど地域でネットワーク委員
を頼まれて、お世話になった分、自分もどこかでお返ししたいと引き受けました。ネットワーク
委員長として、地域の見守り活動をすすめるなかで、少し前に見守り訪問をした方が孤独死して
しまったことがあり、ものすごく辛かったです。これからも見守りを大切にして、声をかけ合える
ような地域にしていきたいです。

村上さん

私の場合はPTAの活動から始まり、今は見守りコーディネーターを務めて5年目になります。百
歳体操へ継続的に来てくれている参加者で、実施場所の会館の3階まであがることが一苦労で、
手すりを持ってでないとあがれなかった方がいました。でも、百歳体操を継続してきたことで手
すりを使うことなく、元気にあがれるようになった方が何人かおり、「百歳体操を続けてやってき
たから、体力ついたよ」「見て見て、手すりを使わなくてもあがれるで」と笑顔で報告してくれた
時は嬉しい瞬間でした。

竹内さん

▲弁天地域の方々と区社協職員

▲YouTubeからどなたでも視聴できます

▲弁天地域の活動について、皆さんから熱い語り
がありました（10月1日）

活
動
者
の
広
げ
方
の
ス
ス
メ 

6

つ
ぶ
や
き
か
ら
新
た
な

取
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

港区

自
分
た
ち
の
活
動
と
し
て
、よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

※

地
域
福
祉
活
動
計
画
と
は
、
地
域
住
民
や
社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
社
会
福
祉
に
関
係
す
る
活
動
を
お
こ
な
う
者
が
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
、「
地
域
福
祉
」
を
推
進
す
る
た
め
に
策
定
す
る
具
体
的
な
活
動
及
び
行
動
の
計
画
で
す

作成したご当地版百歳体操動画

※取材当日は欠席のため、後日聞き取り

3 大阪の社会福祉　第834号（毎月1回発行） 22024年（令和6年）11月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



　
西
淀
川
区
社
協
は
、
10
月
18
日

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
に
、
西

淀
川
区
民
ホ
ー
ル
で
「
第
3
回

M
A
I
D
O
に
し
よ
ど
〜
出
会
う
・

知
り
合
う
・
わ
か
り
合
う
〜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
5
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、

会
場
に
は
総
勢
1
4
4
人
の
参
加
が

あ
り
、
第
1
部
で
は
「
未
来
を
つ
く

る
私
た
ち
の
挑
戦
」
と
し
て
、
3
団

体
か
ら
発
表
が
あ
り
、
第
2
部
で
は

「
西
淀
川
区
の
ま
ち
を
語
ろ
う
」
を

テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
ま
し
た
。

西淀川区を拠点とした企業や商店、
NPO等各団体や地域活動者が集
まり、情報交換やマッチングを図っ
ています。また、西淀川区をよくし
たい次世代のリーダーたちが思いを
一つにリンクする場でもあります。

　
今
回
の
取
組
み
は
、
2
か
月
に
1

回
開
催
し
て
い
る
「
に
し
よ
ど
リ
ン

ク
」
の
拡
大
版
と
し
て
、
普
段
は
参

加
し
て
い
な
い
方
の
参
加
も
広
く
呼

び
か
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
1
部
で
は
、3
団
体
が
挑
戦
し
て

い
る
活
動
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。ま
ず
、大
阪
府
立
淀
商
業
高
等
学

校
の
3
年
生
6
人
か
ら
、「
令
和
6
年

2
月
に
複
数
の
高
校
と
協
力
し
て
、

全
国
初
の
高
校
生
に
よ
る
株
式
会
社

『
A
K
I
N
D
O 

S
P
A
K
L
E

株
式
会
社
』
を
設
立
し
ま
し
た
。

『
美
味
し
す
ぎ
る
防
災
備
蓄
パ
ン
』

を
つ
く
っ
た
り
、
廃
棄
予
定
の
タ
イ

ル
を
活
用
し
た
物
品
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル

化
し
、
商
品
製
作
、
販
売
す
る
な

ど
、
当
校
の
ほ
か
工
芸
高
校
や
工
業

高
校
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
は
、
令
和
7
年
の
西
淀
川

区
制
1
0
0
周
年
に
向
け
、
新
商
品

を
開
発
し
て
届
け
た
い
」
と
発
表
し

ま
し
た
。

　
続
け
て
、
一
般
社
団
法
人
社
会
的

健
康
戦
略
研
究
所
の
柏
木
浩
正
さ

ん
か
ら
、
官
民
で
取
り
組
む
地
域
の

魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
、「
ア
プ
リ

を
使
っ
て
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

ハ
ッ
ピ
ー
な
場
所
・
ア
ン
ハ
ッ
ピ
ー

な
場
所
を
マ
ッ
プ
に
し
、
ア
ン
ハ
ッ

ピ
ー
な
場
所
は
ハ
ッ
ピ
ー
な
場
所
に

な
る
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
よ
う
な

取
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
健
康
い
き
い
き
展
に
出
展
し
、

健
康
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
チ
ー
ム
に

地
域
関
係
者
が
い
な
い
た
め
、
一
緒

に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
に
入
っ
て

も
ら
い
、
よ
り
地
域
の
課
題
に
沿
っ

た
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
発
表

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
区
社
協
の
長
谷
川
大
陽

地
域
支
援
担
当
主
事
が
「
西
淀
川
区

さ
さ
え
あ
い
あ
い
プ
ラ
ン
」（
西
淀
川

区
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動

計
画
）
に
つ
い
て
発
表
し
、
「
本
プ

ラ
ン
は
、
令
和
2
年
〜
6
年
度
の
5

年
間
を
推
進
期
間
と
し
、『
気
づ
く
』

『
知
り
合
う
』『
助
け
合
う
』『
届
け
る
』

『
活
か
す
』
の
5
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る

人
が
い
れ
ば
積
極
的
に

声
を
か
け
、
し
ん
ど
い
時

は
気
軽
に
助
け
て
と
言

え
る
よ
う
な
顔
と
顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
来
春

に
は
次
期
計
画
の
策
定

を
予
定
し
て
い
る
の
で
、

一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
第
2
部
は
、
16
班
に
分

か
れ
て
①
区
制
1
0
0

周
年
に
つ
い
て
、
②

N
E
X
T 
T
O 

1
0
0

年
、
③
魅
力
発
信
レ
ガ
シ
ー
マ
ッ

プ
、
④
に
し
よ
ど
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

2
0
2
5
（
ス
ポ
ー
ツ
で
も
っ
と
盛

り
上
げ
た
い
）
の
4
つ
の
テ
ー
マ
に

基
づ
き
、
自
由
に
夢
を
語
り
合
い
ま

し
た
。

　
2
部
終
了
後
、
名
刺
交
換
や
情
報

リ
レ
ー
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
福
祉
分
野
に
限
ら
な
い
多
様
な

人
た
ち
が
自
由
な
発
想
で
話
し
合
う

場
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
つ
な

が
り
・
支
え
合
い
が
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

● 人の魅力が多い地域
● 西淀川区のメタバース
● ドローンでまちを探検できる
● オンラインでもオフラインでも
つながれる西淀川！

● スポーツが苦手な人も楽しめる
イベントに

● 外国籍の方とつながれる機会に
する

● まちめぐりスタンプラリー
● 景品は企業や店舗から寄附して
いただく

テーマごとに話し合われたアイデア（一部抜粋）
①区制100周年について ②NEXT TO 100年 

③魅力発信レガシーマップ ④にしよどオリンピック2025

● まちなかで音楽ライブ
● 何かでギネス新記録達成する
● こどもがやりたいことを実現サ
ポート

● イベントを通じてみんなが笑顔
になれる機会にする！

● 住みたいまちランキング１位を
めざす！

● 地域と学生のつながりを強くし
て、コラボイベントを開催

● スマホの位置情報アプリを活用
して、まちなかを使って楽しい
ことをする

　市
内
各
区
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
会
を

始
め
る
地
域
や
団
体
が
増
え
て
い
ま

す
。短
時
間
で
参
加
し
や
す
い
こ
と
、

1
人
で
も
ふ
ら
っ
と
参
加
で
き
る
こ

と
か
ら
、
男
女
問
わ
ず
気
軽
に
参
加

し
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　ラ
ジ
オ
体
操
に
は
、「
体
型
の
維

持
」「
血
管
を
若
々
し
く
保
つ
」「
呼

吸
機
能
を
保
つ
」「
骨
粗
鬆
症
の
予

防
」「
心
身
状
態
を
良
好
に
保
つ
」

な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
決
ま
っ
た
時
間
に
実

施
し
、
近
所
の
人
た
ち
と
一
緒
に
お

こ
な
う
こ
と
で
、
顔
見
知
り
が
増
え

た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
り
と
、
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
づ

く
り
に
も
な
り
ま
す
。

　大正区泉尾東地域では、毎週金曜日の午前11時
から実施しています。9月20日からスタートし、対

象を限定することなく、幅広く参加できる場となっています。連合
振興町会長の村岡洋三郎さんは、地域の西側にある町会のつながり
が希薄になってきていることを課題に感じていました。「町会に
入っていない集合住宅もあるので、閉じこもっている人もいるので
はないかと思い、区社協と6月から相談を重ねました。そこで、ラジ
オ体操なら短時間なので誘い合って参加しやすいのではないか、公
園でおこなうことで見かけてくれた人が参加してくれるといいなと
実施に至りました。開始後は、地域包括支援センターや見守り相談
室等の専門職の参加もあり、専門職と出会える場にもなっていま
す」と思いを語りました。

　令和4年度に区社協が中心に実施したシニア向けアンケート調査結果で、高齢者のお出かけ先
として、公園が上位であったことや健康に興味を持っている方が多かったことから、令和5年9月

から南港エリアの4地域において、さきしま地域包括支援センターが関わりながら、取組みを始めています。各地域
では、実施する曜日を決めて毎週開催し、気軽に
参加できる健康増進の場となっています。
　9月19日には「ラジオ体操から脳と身体の健康
の秘訣をひも解く」をテーマに講演会も地域包括
支援センターと共催し、ラジオ体操がもたらす身
体機能・転倒予防・認知機能の3つの効用や体操の
各部分の効果等を学ぶ機会となりました。

●短時間で参加できて少しでも運動する機会となっている。
●ラジオ体操に継続して参加していることで、何度も顔を合わせて知り合い、友人が増えた。
●地域にとらわれず参加できるので、活動の範囲が広がった。

集合・準備
徒歩や自転車で集合し、
１人での参加やご近所の
方と雑談しながら参加。
主催者は周囲に気をつけ
て音楽機器などを準備。

体操の実施
円をつくったり、隣同士
当たらないよう広がって
ラジオ体操第1・第2をし
ます。（計6分程度）

終了
ラジオ体操が終了すると、
すぐに帰宅する方、出勤
する方や雑談をしながら
交流して帰る方もいます。

ラジオ体操会のながれ

M
A
I
D
O
に
し
よ
ど

未
来
の
西
淀
川
区
を
異
業
種
で
一
緒
に
考
え
る

▲参加者で集合写真▲ラジオ体操の様子

▲10月18日は10人を超える参加がありました

▲16班（4テーマ×4班）で話し合い

西淀川区

西淀川区
出
会
う
・
知
り
合
う
・

わ
か
り
合
う

3
団
体
か
ら

取
組
み
発
表

オ
ン
リ
ー
１
の

西
淀
川
を

め
ざ
し
て

ゆ
る
や
か
な

つ
な
が
り
が
魅
力

にしよどリンク
（異業種交流会）とは？

ラ
ジ
オ
体
操
で
手
軽
に
運
動
し
、

ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る

各区の取組み紹介

▲南港エリアの4地域で曜日を変
えて実施

▲講演会には40人近くの参加が
ありました

参加者の声
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西
淀
川
区
社
協
は
、
10
月
18
日

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
に
、
西

淀
川
区
民
ホ
ー
ル
で
「
第
3
回

M
A
I
D
O
に
し
よ
ど
〜
出
会
う
・

知
り
合
う
・
わ
か
り
合
う
〜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
5
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、

会
場
に
は
総
勢
1
4
4
人
の
参
加
が

あ
り
、
第
1
部
で
は
「
未
来
を
つ
く

る
私
た
ち
の
挑
戦
」
と
し
て
、
3
団

体
か
ら
発
表
が
あ
り
、
第
2
部
で
は

「
西
淀
川
区
の
ま
ち
を
語
ろ
う
」
を

テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
ま
し
た
。

西淀川区を拠点とした企業や商店、
NPO等各団体や地域活動者が集
まり、情報交換やマッチングを図っ
ています。また、西淀川区をよくし
たい次世代のリーダーたちが思いを
一つにリンクする場でもあります。

　
今
回
の
取
組
み
は
、
2
か
月
に
1

回
開
催
し
て
い
る
「
に
し
よ
ど
リ
ン

ク
」
の
拡
大
版
と
し
て
、
普
段
は
参

加
し
て
い
な
い
方
の
参
加
も
広
く
呼

び
か
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
1
部
で
は
、3
団
体
が
挑
戦
し
て

い
る
活
動
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。ま
ず
、大
阪
府
立
淀
商
業
高
等
学

校
の
3
年
生
6
人
か
ら
、「
令
和
6
年

2
月
に
複
数
の
高
校
と
協
力
し
て
、

全
国
初
の
高
校
生
に
よ
る
株
式
会
社

『
A
K
I
N
D
O 

S
P
A
K
L
E

株
式
会
社
』
を
設
立
し
ま
し
た
。

『
美
味
し
す
ぎ
る
防
災
備
蓄
パ
ン
』

を
つ
く
っ
た
り
、
廃
棄
予
定
の
タ
イ

ル
を
活
用
し
た
物
品
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル

化
し
、
商
品
製
作
、
販
売
す
る
な

ど
、
当
校
の
ほ
か
工
芸
高
校
や
工
業

高
校
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
は
、
令
和
7
年
の
西
淀
川

区
制
1
0
0
周
年
に
向
け
、
新
商
品

を
開
発
し
て
届
け
た
い
」
と
発
表
し

ま
し
た
。

　
続
け
て
、
一
般
社
団
法
人
社
会
的

健
康
戦
略
研
究
所
の
柏
木
浩
正
さ

ん
か
ら
、
官
民
で
取
り
組
む
地
域
の

魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
、「
ア
プ
リ

を
使
っ
て
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

ハ
ッ
ピ
ー
な
場
所
・
ア
ン
ハ
ッ
ピ
ー

な
場
所
を
マ
ッ
プ
に
し
、
ア
ン
ハ
ッ

ピ
ー
な
場
所
は
ハ
ッ
ピ
ー
な
場
所
に

な
る
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
よ
う
な

取
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
健
康
い
き
い
き
展
に
出
展
し
、

健
康
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
チ
ー
ム
に

地
域
関
係
者
が
い
な
い
た
め
、
一
緒

に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
に
入
っ
て

も
ら
い
、
よ
り
地
域
の
課
題
に
沿
っ

た
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
発
表

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
区
社
協
の
長
谷
川
大
陽

地
域
支
援
担
当
主
事
が
「
西
淀
川
区

さ
さ
え
あ
い
あ
い
プ
ラ
ン
」（
西
淀
川

区
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動

計
画
）
に
つ
い
て
発
表
し
、
「
本
プ

ラ
ン
は
、
令
和
2
年
〜
6
年
度
の
5

年
間
を
推
進
期
間
と
し
、『
気
づ
く
』

『
知
り
合
う
』『
助
け
合
う
』『
届
け
る
』

『
活
か
す
』
の
5
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る

人
が
い
れ
ば
積
極
的
に

声
を
か
け
、
し
ん
ど
い
時

は
気
軽
に
助
け
て
と
言

え
る
よ
う
な
顔
と
顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
来
春

に
は
次
期
計
画
の
策
定

を
予
定
し
て
い
る
の
で
、

一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
第
2
部
は
、
16
班
に
分

か
れ
て
①
区
制
1
0
0

周
年
に
つ
い
て
、
②

N
E
X
T 

T
O 

1
0
0

年
、
③
魅
力
発
信
レ
ガ
シ
ー
マ
ッ

プ
、
④
に
し
よ
ど
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

2
0
2
5
（
ス
ポ
ー
ツ
で
も
っ
と
盛

り
上
げ
た
い
）
の
4
つ
の
テ
ー
マ
に

基
づ
き
、
自
由
に
夢
を
語
り
合
い
ま

し
た
。

　
2
部
終
了
後
、
名
刺
交
換
や
情
報

リ
レ
ー
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
福
祉
分
野
に
限
ら
な
い
多
様
な

人
た
ち
が
自
由
な
発
想
で
話
し
合
う

場
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
つ
な

が
り
・
支
え
合
い
が
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

● 人の魅力が多い地域
● 西淀川区のメタバース
● ドローンでまちを探検できる
● オンラインでもオフラインでも
つながれる西淀川！
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イベントに

● 外国籍の方とつながれる機会に
する

● まちめぐりスタンプラリー
● 景品は企業や店舗から寄附して
いただく

テーマごとに話し合われたアイデア（一部抜粋）
①区制100周年について ②NEXT TO 100年 

③魅力発信レガシーマップ ④にしよどオリンピック2025

● まちなかで音楽ライブ
● 何かでギネス新記録達成する
● こどもがやりたいことを実現サ
ポート
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して、まちなかを使って楽しい
ことをする

　市
内
各
区
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
会
を

始
め
る
地
域
や
団
体
が
増
え
て
い
ま

す
。短
時
間
で
参
加
し
や
す
い
こ
と
、

1
人
で
も
ふ
ら
っ
と
参
加
で
き
る
こ

と
か
ら
、
男
女
問
わ
ず
気
軽
に
参
加

し
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
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血
管
を
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症
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て音楽機器などを準備。

体操の実施
円をつくったり、隣同士
当たらないよう広がって
ラジオ体操第1・第2をし
ます。（計6分程度）

終了
ラジオ体操が終了すると、
すぐに帰宅する方、出勤
する方や雑談をしながら
交流して帰る方もいます。
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よ
う
、
在
宅
医
療
や
在
宅
介
護

の
質
・
量
両
面
で
の
充
実
を
含

め
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予

防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
一
層
進
め
て
い

く
」
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
一
層

進
め
て
い
く
と
い
う
方
向
性
に

異
論
は
な
い
が
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
現
状
分
析
や
理

想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
も
う
少
し

説
明
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
ま
た
大
綱
で
は
、「
推
進
す
る
」

「
促
進
す
る
」
と
い
っ
た
言
葉
が

1
0
0
回
以
上
登
場
す
る
。「
あ

れ
も
推
進
、
こ
れ
も
推
進
」
と
列

挙
さ
れ
る
一
方
で
、
優
先
順
位
は

明
確
で
な
い
。
ま
た
、
保
険
料
や

利
用
料
を
引
き
上
げ
て
い
け

ば
、
財
政
的
に
社
会
保
険
制
度

を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
高
齢
者
の

生
活
の
維
持
は
ど
う
な
る
の

か
。
多
く
の
分
野
に
税
金
を
投

入
す
る
に
は
、
国
民
的
な
議
論

が
必
要
と
な
る
。
「
指
針
」
に
加

え
て
、
国
民
の
合
意
を
得
る
た

め
の
「
道
筋
」
を
も
っ
と
説
明
し

て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

　
新
し
い
高
齢
社
会
対
策
大
綱

が
9
月
13
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
高
齢
社
会
に
お
け
る
各
分

野
の
対
策
の
指
針
を
示
す
も
の

で
、
6
年
ぶ
り
の
改
訂
で
あ
る
。

　
今
回
の
大
綱
で
は
、
「
就
業
・

所
得
」「
健
康
・
福
祉
」「
学
習
・

社
会
参
加
」「
生
活
環
境
」「
研
究

開
発
・
国
際
展
開
等
」
の
5
つ
の

分
野
に
つ
い
て
、
個
別
の
施
策
の

指
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、「
健
康
福
祉
」
で
は
「
持

続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
が
掲
げ

ら
れ
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
深
化
・
推
進
」「
必
要

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
」「
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」「
仕

事
と
介
護
の
両
立
支
援
」
が
示

さ
れ
て
い
る
。「
持
続
可
能
な
高

齢
者
医
療
」
に
関
連
し
て
高
齢

者
の
窓
口
負
担
割
合
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
種
の
政
策
文
書
の
特
徴

は
、
抽
象
的
な
理
想
を
掲
げ
つ

つ
、
総
花
的
な
点
で
あ
る
。
大
綱

で
は
、「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最

後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
今
年
も
10
月
1
日
か
ら
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
を
「
つ
な
が
り
を

た
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り
」
を
共
通

助
成
テ
ー
マ
と
し
て
全
国
一
斉
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
昭
和
22

（
1
9
4
7
）
年
か
ら
市
民
が
主
体

の
民
間
運
動
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
み
な

さ
ま
の
地
域
で
困
窮
や
孤
立
な
ど
助

け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
を
支

援
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

　
10
月
1
日
に
は
、
大
阪
府
内
の
各

地
で
街
頭
募
金
及
び
広
報
・
啓
発
活

動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、

各
市
町
村
に
て
募
金
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
大
阪
の
地
域
福
祉
へ

の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ

募金運動について、詳しくは、
大阪府共同募金会ホームページをご覧ください。
http：//www.akaihane-osaka.or.jp 赤い羽根おおさか
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展
開
中
！

支
え
る
人
を
支
え
る
募
金

ン
ラ
イ
ン
で
の
寄
付
も
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
み
な
さ
ま
の
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

スマホからも

寄付できます

　天王寺区社協では、ボランティア活動を身近に感じてもらえることも兼ねて、例
年10月に天王寺区上本町六丁目交差点周辺で、四天王寺・清風高等学校と一緒に

街頭募金活動をおこなっています。今年は興國高等学校も加え、3校と一緒に街頭募金活動を実施し
ました。
　この取組みから、自分たちが集めた募金
がどのように助成され、役立てられている
かを知る「赤い羽根教室」で勉強し、実際に共同募金が活
用されている地域活動を見学して、活動者インタビューを
するという福祉教育プログラムも展開しました。また、共同
募金を知ったことで、共同募金についての動画を作成し、
区社協のイベント開催時に上映したり、高校の文化祭で共同
募金のブースを設置してもらえることにもつながっています。

共同募金運動の取組み❶

共同募金運動の取組み❷
　市社協職員有志の29人が10月1日の夕刻、天王寺区上本町六丁目交差点周辺で、街頭募金活動
をおこないました。この取組みは、市社協においても共同募金の助成金を活用して多くの事業を

実施していることから、市社協職員が貴重な財源である共同募金の大切さを再認識するためにも、平成16年から毎年
取り組み、今年で21回目を迎えました。
　会社帰りの方やこどもたちなど、たくさんの方々のご協力により、4万3031円もの募金が集まりました。
　また、10月1日にはなんばウォークのクジラパークにて、10月21日には四天王寺境内西重門付近にて、大阪府共同
募金会が主催する街頭募金及び広報・啓発活動に市社協職員も参加しました。
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▲上本町での街頭募金活動（10月1日）▲興國高校の文化祭での共同募金ブース（10月25日）

▲赤い羽根教室
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大阪の社会福祉　第834号（毎月1回発行） 67 2024年（令和6年）11月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。
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質
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実
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・
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・
介
護
・
予
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体
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地
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地
域
の
町
内
会
の
元
会

長
の
葬
儀
に
、
地
域
内

の
小
学
校
か
ら
転
勤
し

た
元
教
頭
が
参
列
し
て
い
た
▼
こ

の
教
頭
は
い
う
。
子
ど
も
の
こ
と

は
学
校
で
で
き
る
限
り
の
こ
と
は

す
る
け
れ
ど
、
学
校
は
万
能
で
は

な
い
。
地
域
と
学
校
が
協
力
し
て

こ
そ
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
▼
例
え
ば
、
食

事
。
貧
困
や
家
庭
の
生
活
習
慣
が

原
因
で
朝
食
を
食
べ
て
こ
な
い
子

ど
も
が
い
る
。
こ
れ
を
学
校
の
力

だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
▼
例
え
ば
、
子
ど
も
食
堂
の
よ

う
に
、
子
ど
も
の
食
事
を
支
援
す

る
活
動
を
地
域
の
人
が
始
め
れ

ば
、
学
校
と
地
域
が
一
人
の
子
ど

も
を
め
ぐ
っ
て
協
力
体
制
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
と
、
町
内
会
の
役

員
や
地
域
内
の
社
会
福
祉
施
設
、

N
P
O
法
人
な
ど
の
間
を
駆
け
巡

る
▼
子
ど
も
食
堂
が
で
き
る
と
、

毎
回
訪
れ
て
、
食
堂
の
ス
タ
ッ
フ

の
振
り
返
り
に
参
加
す
る
。
食
堂

に
来
な
い
子
は
、
学
校
へ
来
て
い

る
か
確
認
し
、
遅
刻
や
欠
席
の
場

合
は
自
宅
に
電
話
を
す
る
。
次
の

食
堂
の
時
に
は
迎
え
に
行
く
と
い

う
具
合
で
あ
っ
た
▼
そ
し
て
、
町

内
会
の
会
長
が
代
わ
っ
て
も
、
自

分
が
転
勤
し
て
も
、
そ
の
葬
儀
に

駆
け
つ
け
る
。
こ
ん
な
先
生
が
私

た
ち
の
町
に
は
存
在
し
て
い
た
ん

だ
と
思
わ
せ
る
一
コ
マ
だ
っ
た
。

子
ど
も
は
地
域
の
共
通
の
財
産
な

ん
だ
か
ら
。

（
石
）

市社協

認知症になっても地域で安心して暮らし続けられる
まちづくりを一緒にしませんか

大阪市社会福祉協議会
地域福祉課
（大阪市キャラバン・メイト事務局）
TEL 06-6765-7273

　　認知症サポーターとは
　認知症サポーターは認知症について正しく理解し、認知症の人を「特別
な人」として見るのではなく、「ともに生きる人」という考え方をもって、認知症の人やその家族をやさしく温かい目
で見守る「応援者」のことです。何か特別なことをする必要はなく、地域で何か困っている人がいたら声をかけたり、
お手伝いすることなども立派な活動の一つです。

　　認知症サポーター養成講座
　認知症サポーターになるためには、
認知症サポーター養成講座を受講する
必要があります。講座では認知症の
症状、認知症の人やその家族をサポート
するための基本を学びます。受講後には
認知症サポーターの証として“認知症
サポーターカード”をお渡ししています。
認知症サポーター養成講座はおとなから
こどもまで、地域住民から金融機関・スーパーマーケットの従業員、学校の生徒など幅広く実施しています。気に
なる講座があれば、大阪市キャラバン・メイト事務局ホームページ内の「オープン講座情報」にて公開しています
ので、ぜひお問い合わせください。

　　キャラバン・メイトとは
　認知症サポーター養成講座の講師は「キャラバン・メイト」が担っています。地域や学校、企業などで認知症に
対する正しい知識と具体的な対応方法などを伝え、認知症サポーターの育成をおこなうボランティアメンバー
です。
　キャラバン・メイトになるには「認知症キャラバン・メイト養成研修」を修了する必要があります。大阪市の
キャラバン・メイト養成研修は大阪市キャラバン・メイト事務局が主催しています。
　養成研修や大阪市内で活躍
しているメイトのみなさんの
活動の様子は、大阪市キャラ
バン・メイト事務局のホーム
ページ内の「活動れぽーと」
で随時更新していますので、
ご覧ください。

HP https://www.osaka-sishakyo.jp/project/caravan/
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活動者の広げ方のススメ6
自分たちの活動として、より身近に感じてもらえるように

▲認知症サポーターカード（大人用） ▲認知症サポーターカード（キッズ用）

▲令和6年度第1回　認知症キャラバン・メイト養成研修
（8月13日）

1 大阪の社会福祉　第834号（毎月1回発行） 82024年（令和6年）11月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。


